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溶岩流の可能性マップ
○ ⼤規模溶岩流の噴出量を現⾏(平成16年版)の約２倍である13億m3に変更したこと及び想定⽕⼝範
囲の拡⼤や地形データの精緻化に伴い、溶岩流の到達可能性範囲が拡⼤した。

○ 想定⽕⼝範囲の拡⼤などに伴い、市街地などへの溶岩流の到達時間が早くなった。

（旧） 溶岩流の可能性マップ（平成16年版） 【新】 溶岩流の可能性マップ

○大・中・小規模全てのドリルマップを重ねて、規模にかかわらず同一
時間区分内に最も遠くまで到達している地点を結んだ包絡線から作成
した。

○大・中・小規模全てのドリルマップを重ねて、規模にかかわらず同一時間
区分内に最も遠くまで到達している地点を結んだ包絡線から作成した。

○また包絡線の中に含まれていても周囲を溶岩流が流下する島状の地域は、
周囲の到達時間が24時間以内の場合そこに一次避難することは不適である
と考えて可能性マップの範囲に含めて塗りつぶし、逆に周囲の到達時間が
24時間以上の地域は除いた。
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（注）一度の噴火で、ここに塗られた範囲の全て
に溶岩流の危険が生じるわけではない。

（注）一度の噴火で、ここに塗られ
た範囲の全てに溶岩流の危
険が生じるわけではない。


